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●屋久島平内農泊推進協議会 （鹿児島県） 

 
＜主な事業＞ 鹿児島県屋久島の平内地区での       
果樹農園での農業体験・宿泊・食事を組み合わせた     
多世代向け滞在型体験プログラムの開発 
＜融資内容＞ 農林水産省「農山漁村振興交付金」 
事業のつなぎ資金  
融資金額：750 万円 ・元利一括返済 ・金利 0.8％ 

・期間 9ヶ月  202１年９月融資実行 

 

●屋久島ブルーツーリズム推進協議会 （鹿児島県） 

 
＜主な事業＞ 森と海が近く魚種が豊富な屋久島の海の魅力を体験する 
プログラムの開発。海洋環境の保全に努め屋久島の漁業を持続可能にする。 

＜融資内容＞ 農林水産省「農山漁村振興交付金」事業のつなぎ資金 
 融資金額：650 万円 ・元利一括返済 ・金利 0.8％ ・期間 9か月  2021 年 9月融資実行 

 
 

 
●木繋プロジェクト （鹿児島県） 

＜主な事業＞世界自然遺産屋久島の里山や 
人の暮らしを満喫してもらうために、屋久島の 
林業を中心とした植樹・間伐・伐採・木工体験の 
機会を提供し、新たな層の顧客獲得を目指す 
＜融資内容＞農林水産省「農山漁村振興交付金」 
事業のつなぎ資金 
融資金額：726 万円 ・元利一括返済  
・金利 0.8%  ・期間 9か月   
2021 年 9月融資実行 

ブルーツーリズム主催 

遊んで、食べて、泊まる 

「うお泊」体験プログラム 

 

木繋プロジェクト HPより 

屋久島の野菜を使った食事 

2021年度融資実績の報告 

2021 年度皆さまの出資金を活かした融資は以下の 3 団体に行ないました。それぞれの活動現場
は鹿児島県屋久島ですが、事務局は新宿区に拠点を置く、認定特定非営利活動法人 自然環境復
元協会（NAREC）です。NAREC とはすでに 10年以上連携が続いています。 

 

mailto:community-fund@r2.dion.ne.jp
http://www.tokyo-cpb.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出資・増資について 
 東京 CPB に出資したいという方をご紹介ください。資料・加入申込書等をお送りします。 

増資希望の方もご連絡ください。 

融資先をご紹介下さい 

 東京CPBのホームページをご紹介ください。 

サポート会費について 

  低金利で社会的事業に融資をする東京CPBは、皆様からのサポート会費で運営しています。 

ご協力をお願いいたします。（一口 1000 円とさせていただいています） 

 

融資先を訪問し、出資者の「志金」がどのように活かされているかを実感する『志

金循環ツアー』を 4 月に開催します。2017 年 3 月に融資した（株）フェスティナ

レンテの胡桃堂喫茶店（国分寺）が、この 3 月に完済を迎えます。胡桃堂喫茶店開店

6 カ月後に、『志金循環ツアー』として訪問し、飲食業としての営業のほか、古書店、

地域通貨活用、日曜朝の哲学カフェ「朝モヤ」のイベント等、人のつながりを大切に

するまちづくりに貢献する要素をたくさん仕掛けておられているお話を伺いました。 

それから 5年たちどのように変化しているのか、飲食業としては厳しい昨今の情勢

をどう切り抜けているのか、まちづくりの仕掛けをその後も新しく始めていらっしゃ

る等のお話を代表の影山知明さんから伺う予定です。 

時節柄、飲食しながらのお話は避けるべきですので、お話を伺う時間は小一時間に

して集中し、希望する方のみ飲食の時間をその後に静かに持つ予定です。 

参加ご希望の方は、4 月７日（木）までに東京 CPB までご連絡下さい。必ずメー

ルでのご連絡をお願いします。 

 

志金循環ツアースケジュール 

 日 時 ：2022 年４月 12 日（火） 10:15～11:30 

 訪問場所：胡桃堂喫茶店  

（JR 中央線・西武国分寺線 国分寺駅北口下車徒歩 5 分） 

 集 合 ：国分寺駅 改札前  10:15 

 申込先 ：東京 CPB community-fund@r2.dion.ne.jp  

      志金循環ツアー開催のお知らせ 

 

mailto:community-fund@r2.dion.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春を感じる 3 月に薄手のコートに衣更えをして荒川区に 

ある企業組合あうんを訪問しました。  

三ノ輪に着いてから先ず、改装費として融資をした『どっこい食堂』

へ。角地にあり、窓も多く開放的で入りやすそうな店です。食事をし

ながら代表の荒川さんのお話しを伺いました。コロナ禍と重なり大変

なこともありますが、お弁当やスィーツの販売などできることをし、

まちの人がよく立ち寄ってくれるようになったそうです。近所に住む

外国籍の方のお国料理を習い合ったり、文化を学ぶイベントやワーク

ショップも計画しており、関わった人が元気になるコミュニティカフ

ェを目指しています。  

 

 

 コロナ禍中での食堂営業開始      志金循環ツアー 企業組合あうん訪問 

2020 年 4 月に融資した『企業組合あうん』へ『志金循環ツアー』として、2021 年 3 月に訪問

しました。あうんは、2002 年に路上生活者が自立するための働く場所を確保しようとリサイクルシ

ョップを開店し、翌年には車 1台で便利屋を開始。産廃業者の資格も取って資源の回収を行う等事業

を広げてきました。東京 CPBからは過去に 2 回新規事業展開の時に融資をしています。今回は、地

域の人々の交流場所として『どっこい食堂』を開店する改装等の準備資金を融資しました。 

当日訪問した東京 CPB理事金子かほるさんの訪問記をご覧ください。 

元気になるコミュニティカフェ 金子かほる 

（東京ワーカーズ・コレクティブ協同組合副理事長） 

食事の後、地域に点在するあうんの活動場所を見させて頂きました。すぐ斜

め前にあるリサイクルショップは元は倉庫だったそうでガッチリした広い建

物の中に衣類から家具、日用雑貨まで揃っていました。生きづらさや働きづら

さを抱えた人が、支援を受け新生活をスタートする時、心強いショップとなっ

ています。 

 資源カフェも行っており、空き缶や雑誌などすぐに換金できるものもあれ

ば、家具や家電はそのまま売れるものはきれいに掃除を、そうでないものは解

体してパーツに分ける必要があります。私たちが訪問した日は、作業をしてお

らず静かでしたが、普段は解体の音が響いているそうです。 

 あうんは東京都のソーシャルファーム条例の認証事業所となりました。ソー

シャルファームとは、「社会的企業」と訳されます。障害も含め、さまざまな理

由で就労が困難な人々が働ける場所。 

食堂やショップ、資源回収などをして雇用を生み出し、暮らしやすいまちづ

くりをする、そんなあうんでみなさんからの志金が活用されていることは喜ば

しいことだと思います。 

（企）あうんの HP覗いてみて下さい。見に行ったまちのイメージそのままの

イラストが描かれています。  （企）あうんHP アドレス：awn-net.com 

 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実績表    
◆会員数・出資金 （2022年1月31日現在） 

◆個人会員数：  562名 ◆団体会員数：47団体  ◆出資金：1億 320万円  

◆融資・社会的投資 (202１年度) 

◆融資件数： 3件  ◆融資高： 2126万円  ◆累計融資件数： 112件   

◆融資累計額：5億 ７２９４万円  社会的投資額：2300万円 

◆サポート会費ありがとうございます！（2020年12月～2021年12月現在）敬称略 

団体：2件 個人：99名  計 １６８万１千円 

 

佐々木貴子、浅野幸子、工藤春代、伊藤久雄、古池初美、村上俊一、麻生純二、平井千代子、豊泉惣子、山口和子、

吉田恵美子、下瀬健雄、丸山和子、君和田和子、宇佐美千種、高木希、山岸啓子、松崎美沙、苗村洋子、堀内八千代、

南雲玲子、岡田直子、馬場節子、藤居道代、楢府貴和子、薗部典子、平尾ななお、中嶋直子、菊地規子、名和三次保、

松島晴一、小林衛、北澤潤子、鈴木礼子、田辺雪子、佐々木庸子、北野富江、林周子、籾山幸子、川合利恵子、小松

久子、大津涼子、松原和子、柳本悦子、西園寺美希子、金子くに子、板橋たすけあいワーカーズあやとり、樋口蓉子、

塩田三恵子、曽根文子、山口美紗子、饗庭寿夫、大橋美紀、小林和代、上坂胡桃、小野寺京子、長井明美、後藤久美

子、竹中景子、稲葉亨江、野方規子、西本洋美、岡本朋美、佐藤直子、有村美恵子、植田泉、金子かほる、正木実穂、

小山美香、庄妙子、田中のり子、土田さち子、吉田由美子、遠藤寿子、土井彩、加瀬和美、相浦成美、朝倉順子、石

黒久美子、神津真紀子、佐々木雅子、唯根ひで子、藤居阿紀子、石山佳奈、古林和佳子、朝倉富士子、羽場真美、大

谷述子、重田益美、佐藤美登里、坪井眞里、笠間伊基子、岸本幸子、根本早織、金子宏江、萩原春代、吉田茂美、小

沢幸子、上杉百合子、生活クラブ生協・東京、藤本幸子、 

 

 

  
2021 年 6月 19 日（土）午後、東京 CPB第 18 回通常総会を開催いたしました。 

今回は新型コロナ感染症流行拡大のため、議案に対する質問・意見・議決を事前に書面で提出いた
だく書面議決方法を取り入れました。 
当日は、ZOOMによるオンライン参加と会場実参加を併用する形で初めて行いました。 
 
総会に先立っては、今総会をもって退任なさる浅野幸子理事（減災と男女共同参画研修推進 

センター 共同代表）にご専門である災害時の女性や弱者に対する課題などを『ジェンダー視点 
から見た災害課題と対策の現状』と題して講演をいただきました。東日本大震災、熊本地震での 
現場調査から見えてきたことから、要配慮者だけでなく、男女共同参画ですべての属性にかかわる 
横断的な視点で取り組むことが必要なこと、２０２０年に国の防災 
基本計画が改訂され、防災・復興ガイドラインの基本方針の第１番に 
《平時からの男女共同参画の推進が防災・復興の基礎となる》 
と記述されたことなどを伺いました。 

 

 ひきつづき総会では、今後の東京 CPBの方向性について理事会で議論を 
すすめていることをお話しました。 
事前にいただいた書面議決票には、コロナ禍の中でこそ、東京ＣPBの意義 
が発揮されるなどの温かいご意見をいただきました。 
第 1号議案から第 4号議案までの議案は異議なく承認 
されました。 
第 5号議案では今期は役員改選期なので、新任理事２人 

（加瀬和美さん：生活クラブ・東京副理事長、角能さん： 
アビリティクラブたすけあい理事）、継続理事９人、  
継続監事 2人を選出しました。 

  

新理事紹介 
加瀬和美さん 

（生活クラブ生協・東京 副理事長） 
 市民事業の資金調達への貢献という分野に
はじめて関わることになります。微力では
ありますが、尽力したいと思います。よろ

しくお願いします。 
 

         初めてのオンライン併用の総会開催  第 18回総会報告 

 

 


